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目
で

み
る
漢
方
史
料
館　
（438）　
『
百
味
主
能
師
言
鈔
』	

解
説　

小
曽
戸

洋

　

先
に
本
欄
（
426
）
で
岡
本
一
抱
の
『
万
病
回
春
指
南
』
を
掲
示
し
た
の

で
、
今
回
は
『
百
味
主
能
諺
解
』
を
紹
介
し
よ
う
。

　

掲
載
写
真
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
百
味
主
能

師
言
鈔
』
で
、
本
文
毎
巻
首
は
「
百
味
主
能
師
言
鈔
」
で
あ
る
が
、
見
返

し
で
は
「（
本
草
）
百
味
主
能
諺
解
」
と
な
っ
て
い
る
。
巻
首
に
享
保
七
年

（
一
七
二
二
）
の
結
城
純
亨
の
序
と
寺
島
澗か

ん

龍り
ゅ
う

子し

治は
る

恒つ
ね

の
「
述
意
」（
凡
例

～
出
版
説
明
）
が
付
い
て
い
て
、
こ
の
書
の
成
立
経
緯
が
わ
か
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
京
都
の
岡
本
一
抱
（
一
六
五
四
～
一
七
一
六
）
は
か
つ
て
『
百

味
主
能
』
と
い
う
書
を
著
し
、
講
義
を
し
て
い
た
。
尾
張
の
寺
島
治
恒
は

岡
本
一
抱
の
名
声
を
慕
っ
て
京
に
上
り
、
入
門
。『
百
味
主
能
』
の
講
義

を
ま
と
め
て
『
百
味
主
能
師
言
鈔
』
と
い
う
書
冊
を
作
っ
た
。
京
都
の
書

肆
の
中
川
（
寿
延
・
文
林
堂
）
が
こ
れ
を
見
て
ぜ
ひ
出
版
し
た
い
と
言
う
。

治
恒
は
こ
れ
に
応
じ
、
尾
張
の
同
僚
の
結
城
純
亨
に
序
文
を
書
い
て
も
ら

い
出
版
し
た
。

　

治
恒
が
こ
の
書
の
出
版
を
思
い
立
ち
、
書
肆
中
川
に
許
可
し
た
の
は
岡

本
一
抱
の
死
去
し
た
享
保
元
年
（
一
七
一
六
）
以
降
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

寺
島
（
寺
嶋
と
も
）
治
恒
は
字
を
主
鈴
、
澗
龍
子
と
号
し
た
尾
張
の
医

家
で
、
実
は
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
百
科
辞
典
『
和
漢
三
才
図
会
』
一
〇

五
巻
（
正
徳
十
年
序
刊
）
の
作
者
・
寺
島
良
安
（
字
は
尚
順
、
号
は
杏
林
堂
。

和
気
仲
安
伯
雄
法
眼
の
門
人
。
位
は
法
橋
）
の
息
子
で
あ
る
。
寺
島
良
安
は

有
名
で
あ
る
が
、
良
安
・
治
恒
父
子
と
も
に
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
。
良

安
に
は
『
済
生
方
』
五
巻
（
享
保
七
年
刊
）
の
著
が
あ
り
、
治
恒
は
正
徳

五
年
（
一
七
一
五
）
刊
の
岡
本
一
抱
『
中
風
治
法
指
南
』
の
校
正
者
に
伯

耆
の
松
田
春
竹
一
省
と
並
ん
で
名
を
連
ね
て
い
る
。

　
『
百
味
主
能
師
言
鈔
』
は
書
題
の
示
す
通
り
、
臨
床
上
必
要
な
百
種
の

生
薬
に
つ
い
て
、
そ
の
師
岡
本
一
抱
の
解
釈
に
よ
る
効
用
を
説
い
た
も
の

で
あ
る
。

　
「
中
焦
穀
府
」
に
は
甘
草
・
陳
皮
・
霍
香
・
白
朮
・
人
参
・
茯
苓
・
山

薬
・
香
附
子
な
ど
一
六
種
、「
補
陰
」
に
は
地
黄
・
当
帰
・
芍
薬
・
牡
丹

皮
・
桃
仁
な
ど
八
種
、「
発
表
」
に
は
麻
黄
・
紫
蘇
・
独
活
・
防
風
・
葛

根
・
川
芎
・
白
芷
・
薄
荷
・
細
辛
な
ど
一
〇
種
、「
補
陽
」
に
は
人
参
・
黄

蓍
・
附
子
・
肉
桂
・
乾
薑
な
ど
九
種
、「
解
熱
」
に
は
黄
連
・
黄
芩
・
柴

胡
・
山
梔
子
・
知
母
・
黄
蘗
・
滑
石
・
石
膏
な
ど
一
〇
種
、「
疎
中
」
に
は

大
黄
・
芒
消
・
枳
殼
・
厚
朴
・
山
楂
子
な
ど
一
一
種
、「
痰
飲
」
に
は
半

夏
・
瓜
楼
・
天
花
粉
・
貝
母
・
杏
仁
・
天
南
星
の
六
種
、「
水
道
」
に
は

沢
瀉
・
猪
苓
・
木
通
・
車
前
子
の
五
種
、「
雑
剤
」
に
は
麦
門
冬
・
天
門

冬
・
五
味
子
・
烏
梅
・
薏
苡
仁
・
前
胡
・
桑
白
皮
・
桔
梗
ほ
か
二
五
種
、

合
計
一
〇
〇
種
が
収
録
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
寺
師
睦
宗
先
生
が
『
臨
床
百
味
本
草
綱
目
』
と
い
う
書
を
出
版

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る（
一
九
九
二
）。約
百
種
の
生
薬
の
運
用
に
通
じ
れ
ば
、

お
よ
そ
漢
方
処
方
の
臨
床
運
用
が
可
能
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

	

（
東
亜
医
学
協
会
）



漢方の臨床　第 70 巻第 4 号（2023） （6）370

▲写真１　『百味主能師言鈔』の見返し（百味主能諺解）と結城純亨序の首。

▲写真２　結城純亨序の末尾。「享保壬寅」は享保 7 年（1722）。
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　は
じ
め
に

　
浅
田
宗
伯
『
勿
誤
薬
室
方
函
』
に
収
載
さ
れ
る
各
処
方
は
原
典
や

条
文
が
付
せ
ら
れ
、
そ
の
口
訣
が
『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』
に
記
さ

れ
て
い
る
。『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』の
医
王
湯（
補
中
益
気
湯
）に
は
、

宗
伯
が
引
用
元
を
明
記
し
な
い
も
の
の
津
田
玄
仙
『
百
方
口
訣
集
』

等
と
同
一
の
口
訣
を
認
め
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る（
１
）が

、
他
処
方
に

関
し
て
は
既
報
に
乏
し
い
。
津
田
玄
仙
『
療
治
経
験
筆
記
』
が
『
勿

誤
薬
室
方
函
口
訣
』
の
口
訣
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
調
査
す

る
。　

　
　方

　
　法

　『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
る
『
勿
誤
薬
室
方
函（
２
）』

（
１
８
７
７
年
刊
、
以
下
『
方
函
』）、『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣（
３
）』（

１
８

７
８
年
刊
、
以
下
『
口
訣
』）
お
よ
び
『
療
治
経
験
筆
記（
４
）』（

１
７
９
５

年
成
、
以
下
『
療
治
』）
の
内
容
を
比
較
検
討
し
た
。
上
記
の
『
療

治
』
は
大
塚
敬
節
旧
蔵
の
10
巻
揃
本
（
以
下
、
大
塚
本
）
で
あ
る

が
、
木
更
津
市
郷
土
博
物
館
に
現
蔵
さ
れ
る
津
田
玄
仙
の
自
筆
本
（
５
）

（
以
下
、
自
筆
本
）
が
巻
１
、
２
、
５
の
み
現
伝
し
て
お
り
、
異
同

を
調
べ
た
。

　
　
　結

　
　果

　『
口
訣
』、『
療
治
』
に
共
通
す
る
口
訣
の
記
載
が
あ
る
処
方
数
は

30
で
あ
っ
た
（
表
１
）
が
、『
方
函
』
お
よ
び
『
口
訣
』
に
『
療
治
』

や
津
田
（
田
村
）、
玄
仙
（
玄
僊
、
積
山
）
の
引
用
の
明
示
は
な
か
っ

た
。
た
だ
し
玄
仙
の
自
序
刊
本
『
療
治
茶
談
』
の
引
用
を
、『
口
訣
』

大
百
中
飲
、
１
処
方
の
み
認
め
た
。
上
記
処
方
群
の
う
ち
、
自
筆
本

に
載
る
も
の
は
大
百
中
飲
、
九
味
半
夏
湯
、
医
王
湯
、
紫
蘇
子
湯
、

一般論文

『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』
に
引
用
さ
れ
た
『
療
治
経
験
筆
記
』

み
ち
と
せ
ク
リ
ニ
ッ
ク

　堀

　田

　広

　満

一般論文＿堀田先生.indd   1一般論文＿堀田先生.indd   1 2023/04/05   15:452023/04/05   15:45
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No 『方函』 
処方名

『療治』 
項目名 『口訣』中、『療治』と同一の口訣 『療治』 

巻
『療治』 

頁
『方函』 

頁
『口訣』 

頁

1 大百中飲 家伝百中
飲経験

黴毒の沈痾痼疾になりて奈何ともすべからざる者に
効あり。（中略）下部の痼毒は七度煎に宜し。 1 156 90 137

2 消疳退熱飲

水腫脹満の類、其の腹硬くして石の如く、唇色は朱
の如く、身に熱ありて小便赤く、脈数なる者、此の
方奇効あり。虫積の症にして水腫皷脹となる者、此
の方に油断すべからず。唇朱の如きと云うが一つの
目的なり。

1 174 199 314

3 紫蘇子湯 大降気湯
此の方に天南星、川芎、細辛、桔梗、茯苓を加えて
大降気湯と名づけ、痰咳甚だしく或は水気ある者を
治す。

1 176 164 256

4 四苓散 雀目神方 此の方は能く雀目を治す。 1 198 178 278

5 医王湯
補中益気

湯、
口好熱物

第一に手足倦怠、第二に言語軽微、第三に眼勢無力、
第四に口中生白沫、第五に失食味、第六に好熱物、
第七に当臍動気、第八に脈散大而無力等、八症の内、
一二症あれば、此の方の目的となして用ゆ。（中略）
此の症にして煮たてたる熱物を好むは附子を加うべ
し。何ほど渇すといえども附子苦しからず。

1、 
4

205、 
452 15 15

6 九味半夏
湯

九味半夏
湯新案

仲景治飲の方、大小青竜湯、甘遂半夏湯、十棗湯の
類あれども、皆重剤にして容易に用い難し。此の方
は升堤滲利を主として治飲の主剤とす。

1 248 110 163

7 加味四君
子湯 四君妙痔 肛門潰爛して膿血を出す者は直ちに四君子湯に黄耆、

槐角を加へて宜し。友松子の経験なり。 2 328 71 104

8 旋覆代赭
石湯

旋覆花代
赭石湯

今、嘔吐の諸症、大便秘結する者に用ひて効あり。
下痢止まずして嘔吐し、（中略）一は秘結に宜しく、
一は下痢に宜し。其の妙表裏にあり、拘るべからず。
また噦逆水飲に属する者を治す。周楊俊曰く「予用
此方以治反胃噎食気逆不降者神効」と。

2 346 189 298

9 大建中湯 
（金匱） 大建中湯 諸積痛の甚だしくして、下から上へむくむくと持ち

上ぐる如き者に用ひて妙効あり。 3 398 80 119

10 白虎湯 津液ノ弁 譬へて言はば、糟袋の汁を手にてしめて絞りきって
仕舞ふ道理なり。 3 416 184 286

11 十全大補
湯 虚寒ノ弁 気血虚すと云ふが八物湯の目的にて、寒と云ふが黄

耆、肉桂の目的なり。 3 417 167 262

12 清湿化痰湯

肩背塊を生じ痛みある者に用ゆ。また首筋の辺に痰
集りて結核を生じ、瘰癧気腫の如く数多く、累々と
して久しく愈えざる者、乳香、没薬、海石、朴硝を
加へて治すること妙なり。世医此の症を瘰癧として
誤治すること有り。瘰癧は塊に根有りて深し。此の
塊は根なくして浅し。また手を以て推すに痛まず、
瘰癧は痛むなり。

4 444 196 309

13 大三五七散
此の方は陽虚風寒入脳の六字が主意にて、（中略）諸
病、耳鳴り或は頭痛して足冷ゆる者に用ひて妙効あ
り。

4 455 83 125

14 五積散 先哲此の方を用ゆる目的は、腰冷痛、腰腹攣急、上
熱下冷、小腹痛の四症なり。 4 457 131 201

15 加味逍遙
散

周身痒
瘡、 

加味逍遙
散経験

また男子婦人偏身に疥癬の如き者を発し甚だ痒く、
諸治効なき者、此の方に四物湯を合して験あり。（中
略）また老医の伝に、大便秘結して朝夕快く通ぜぬ
と云う者、何病に限らず此の方を用ゆれば大便快通
して諸病も治すと云う。

5･6、 
5･6

522、 
534 69 104

16 瀉心導赤散

後世の所謂心包絡、（肝胆経抔に）怫鬱して煩悶する
症を治す。（中略）また竹筎温胆湯の症と紛れ易けれ
ども、彼は心驚、恍惚、煩熱、不眠を主とし、此の
方は神昏、不語、或は夢中独語、形如酔人と云う目
的なり。

5･6 524 174 273

表１　『口訣』、『療治』に共通する口訣の記載がある処方
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17 竹葉石膏
湯

竹葉石膏
湯、 

麻疹経験
良方

また張路玉の経験に病後虚渇して小便赤き者に宜し
と云ふ。今、参胡芍薬湯などを用ひて其の熱解せず
小便の色とりわけ赤き者、此の方効あり。また麻疹
を治するに此の方始終貫きて用ひ場あり、体認すべ
し。

5･6 527 40 54

18 逍遙散 小柴胡逍
遙散

此の方は小柴胡湯の変方にして、小柴胡湯よりは少
し肝虚の形あるもの 5･6 537 193 303

19 十棗湯 十棗湯経
験

前田長庵の経験に、一人手ばかり腫れて余所はさっ
ぱりと腫れず、元気飲食とも故の如き者、此の方を
用ひて水瀉を得たれば速やかに愈えたりと。面白き
手段と云ふべし。

5･6 538 161 249

20 分消湯 分消湯食
皷ノ主方

一説に此の方は食皷を主とす。食皷とは噯気、呑酸、
悪食、飽悶等の症あるを云ふ。諸水腫にても食後に
飽悶の意あるものに用ひて大効をとること多しと。

5･6 539 126 194

21 猪苓湯 下部水気有りて呼吸常の如くなる者に用ひて能く功
を奏す。 8 591 40 55

22 柴胡桂枝
乾姜湯

姜桂加茯
苓湯

また水腫の症、心下和せず、築々として動悸する者
は、水気と持病の積聚と合して心下へ聚る者あり。
此の方に茯苓を加へて宜し。また此の方の症にして、
左脇下よりさしこみ緩みがたき者、或は澼飲の症に、
呉茱萸、茯苓を加へて用ゆ。

8 594 140 216

23
木防已去

石膏 
加茯苓芒

硝湯

木防已加
茯苓湯

此の方は水気久しく去らず、唇口其の皮堅厚にして
枯燥し、譬へば枯木の潤沢なきが如く、心下痞鞕、
胸中不利、微しく喘気ある者を治す。

8 594 187 292

24 防已茯苓
湯

防已茯苓
加附子湯

また水腫、腹堅硬にして是れを按ずに潤沢なく、譬
へば革袋に水を盛りて其の上をさする如く、かさか
さして堅く腫るるは陽気の脱なり。此の方に附子を
加へて効を奏すること有り。

8 596 22 28

25 沈香降気湯 また脚気心を衝くの症に桑白皮湯或は呉茱萸湯等の
苦味を苦しみて嘔吐する者に効あり。 8 601 42 58

26 甲字湯 瘀血奇方
甲字湯 若し塊癖動かざる者は鼈甲を加ふべし。 9 634 74 109

27 清心蓮子
飲

清心連子
経験口訣

『名医方考』には労淋の治効を載す。（中略）余、数
年歴験するに、労動力作して淋を発する者と疝家な
どにて小便は佳なり通ずれども跡に残る心持ありて
了然たらざる者に効あり。また咽乾く意ありて小便
余瀝の心を覚ゆるは猶更此の方の的当とす。

10 649 193 304

28 馬明湯 遺病目的
口訣

老医の伝に、凡べて小児の病を診察するに先づ陰嚢
を能くみるべし。若し陰嚢に紅筋ちらちらとある者
は決して其の父母の遺病なりと。余これを試みるに、
胎毒の者は必ず陰嚢に紅筋を見し、後遂に悪瘡を発
すること有り。

10 650 26 36

29 香砂六君
子湯

升陽補気
湯経験

食後になると至りて眠くなり、頭も重く、手足倦怠、
気塞がる者、此の方に宜し。若し至りて重き者、半
夏白朮天麻湯に宜し。

10 657 69 101

30
清暑益気

湯 
（近製）

注夏病経
験

また『弁惑論』升陽順気湯云ふ「治飲食不節、労役所傷、
腹脇満悶、短気遇春則口淡無味、遇夏雖熱猶有悪寒、
飢則常如飽、不喜食冷物云々」、是れも亦注夏病の主
方なり。

10 672 194 306

（※）太字は考察で述べた処方。 
　　『方函』は『勿誤薬室方函』 
　　『口訣』は『勿誤薬室方函口訣』 
　　『療治』は『療治経験筆記』
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　緒

　
　言

　
認
知
症
を
患
い
不
眠
と
な
っ
た
患
者
に
日
本
産
麻
の
蚊
帳
の
枕
カ

バ
ー
を
使
用
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
向
精
神
薬
や
睡
眠
薬
を
廃
薬

し
、
エ
チ
ゾ
ラ
ム
１
錠
の
み
の
服
用
で
、
質
の
よ
い
睡
眠
が
得
ら
れ
た

こ
と
を
本
誌
に
報
告
し
た（
１
）。

　
人
の
眠
り
に
は
、
レ
ム
睡
眠
と
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
が
あ
り
、
そ
れ
は
交

互
に
現
れ
、
一
般
に
は
睡
眠
サ
イ
ク
ル
が
起
床
す
る
ま
で
に
何
度
か
繰

り
返
さ
れ
る
。
ま
た
、
サ
イ
ク
ル
が
繰
り
返
さ
れ
る
ご
と
に
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
の
間
隔
が
短
く
、
レ
ム
睡
眠
の
間
隔
が
長
く
な
る
の
が
一
般
的
な

睡
眠
リ
ズ
ム
と
言
わ
れ
、
睡
眠
不
足
状
態
の
人
は
、
最
初
の
ノ
ン
レ
ム

睡
眠
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
蚊
帳
の
枕
カ
バ
ー
に
よ
る
満
足
で
き
る
睡
眠
を
客
観
的
に
評

価
す
る
た
め
に
、A

pple W
atch

と
そ
の
睡
眠
ア
プ
リ
を
使
っ
て
、
レ

ム
睡
眠
、
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
の
回
数
、
時
間
な
ど
を
測
定
し
た
。

　
　
　方

　
　法

　
就
寝
時A

pple W
atch

を
腕
に
巻
い
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
際
、

A
pple W

atch

搭
載
の
睡
眠
ア
プ
リ
を
使
用
し
、
蚊
帳
の
枕
カ
バ
ー

未
使
用
時
と
使
用
時
の
睡
眠
状
況
を
記
録
し
た
。
睡
眠
ア
プ
リ
で
得

ら
れ
た
デ
ー
タ
をiPhone

に
送
信
し
、
そ
の
睡
眠
履
歴
か
ら
得
ら
れ

る
デ
ー
タ
か
ら
睡
眠
の
質
を
評
価
し
た
。

　
睡
眠
履
歴
に
は
、
全
睡
眠
時
間
、
睡
眠
時
間
、「
覚
醒
」「
レ
ム
」

「
コ
ア
」「
深
い
」
が
表
示
さ
れ
る
。「
コ
ア
」「
深
い
」
は
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
を
示
し
て
お
り
、「
深
い
」
は
、
特
に
熟
睡
度
が
強
く
て
外
気
に
反

応
し
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
　
　症

　
　例

【
症
　
例
】　
28
歳
、
女
性

【
主
　
訴
】　
不
眠

【
現
病
歴
】　
特
記
す
べ
き
こ
と
な
し
。

【
既
往
歴
】　
な
し
。

【
経
　
過
】　
不
眠
に
対
す
る
治
療
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
Ｘ
年
12
月
６
日
～
12
月
７
日
、
蚊
帳
の
枕
カ
バ
ー
は
使
用
せ
ず
、

就
寝
し
た
。

　
Ｘ
年
12
月
７
日
、
蚊
帳
の
枕
カ
バ
ー
は
使
用
せ
ず
、A

pple 
W

atch

を
装
着
し
て
就
寝
し
、
睡
眠
ア
プ
リ
で
睡
眠
状
況
を
記
録

蚊
帳
の
枕
カ
バ
ー
使
用
に
よ
る

　
　睡
眠
に
対
す
る
効
果

介
護
老
人
保
健
施
設
あ
つ
べ
つ

　山

　本

　
　馨
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